
 

 

九
月
二
日 

ゼ
ミ
合
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『
吉
川
三
国
志
』
成
立
の
過
程
と
環
境 

‐
時
代
背
景
と
作
家
環
境
か
ら 
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◇
は
じ
め
に 

(1)
「
三
国
志
」
に
つ
い
て 

本
レ
ジ
ュ
メ
で
は
正
史
『
三
国
志
』
と
区
別
し
て
、
吉
川
英
治
の
著
作
『
三
国
志
』
を
『
吉
川
三

国
志
』
と
称
す
。 

ま
た
、『
三
国
志
』
を
題
材
と
す
る
創
作
ジ
ャ
ン
ル
を
総
称
し
て
カ
ッ
コ
付
で
「
三
国
志
」
と
記
す
。 

 ・『
三
国
志
』・
・
・
中
国
三
国
時
代
の
史
実
を
記
し
た
正
史
。
晋
の
陳
寿
撰
。
魏
書
三
十
巻
、
蜀
書
十 

五
巻
、
呉
書
二
十
巻
の
全
六
十
五
巻
。
…
…
現
行
の
『
三
国
志
』
の
刊
本
は
南
朝

宋
の
裴
松
之
の
注
が
つ
て
い
て
、
…
…
「
魏
志
倭
人
伝
」
の
日
本
に
関
す
る
記
述

は
、
日
本
上
代
史
研
究
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。 

・『
三
国
志
演
義
』・
・
・
中
国
口
語
章
回
小
説
。
元
末
明
初
の
羅
貫
中
の
作
。
百
二
十
回
。
後
漢
末
に 

魏
、
呉
、
蜀
の
三
国
が
天
下
を
争
っ
た
史
実
を
も
と
に
し
た
歴
史
小
説
。 

…
…
日
本
で
は
天
竜
寺
の
僧
が
訳
し
た
『
通
俗
三
国
志
』
を
は
じ
め
、
全
体

ま
た
は
一
部
を
素
材
と
し
た
翻
案
は
多
い
。
…
…
『
水
滸
伝
』『
西
遊
記
』『
金

瓶
梅
』
と
と
も
に
四
大
奇
書
と
い
わ
れ
る
。 

 

(2)
日
本
近
代
文
学
と
し
て
の
「
三
国
志
」 

▼
国
文
学
史
に
お
い
て
、
国
産
に
限
定
せ
ず
、「
読
ま
れ
た
」
と
い
う
事
実
を
重
ん
じ
る
見
方
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
江
戸
時
代
以
来
深
く
読
ま
れ
て
き
た
「
三
国
志
」
も
日
本
古
典
と
数
え
る
こ
と
が

で
き
る
。(

桑
原
武
夫
「『
三
国
志
』
の
た
め
に
」)¥

¥
¥

 

 

『
三
国
志
演
義
』
は
江
戸
時
代
に
日
本
に
伝
来
し
て
以
後
、
日
本
文
学
の
中
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
築

き
、
ま
た
他
の
文
学
と
相
互
影
響
し
合
っ
て
き
た
一
面
が
あ
る
。 

そ
し
て
近
世
、
現
代
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
数
あ
る
も
の
の
、「
近
代
日
本
に
お
け
る
「
三
国
志
」

受
容
」
に
関
し
て
は
極
め
て
乏
し
い
。
『
吉
川
三
国
志
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
日
本
近
代
文
学
の
側
か

ら
、
近
代
日
本
で
「
三
国
志
」
が
い
か
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
を
探
る
意
義
は
あ
る
と
考
え
る
。 

    



 

 

Ⅰ
．
概
要 

(1)
書
誌 吉

川
英
治
『
三
国
志
』 

・
初
出 
『
中
外
商
業
新
報
』(

夕
刊)

ほ
か
四
紙 

昭
和
十
四
年
八
月
二
十
六
日
～
十
八
年
九
月
五
日 

・
所
収 

『
三
国
志
』
全
十
四
巻
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社 

昭
和
十
五
年
～
二
十
一
年 

 

・
定
本 

『
決
定
版 
吉
川
英
治
全
集
』
二
四
巻
～
二
七
巻
、
講
談
社 

昭
和
五
十
四
年
～
五
十
五
年 

・
底
本 

『
三
国
志
』
全
八
巻
、
講
談
社
文
庫 

昭
和
五
十
五
年
～
五
十
六
年 

 
 
 
 
 
 

※
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
こ
の
他
十
種
あ
る 

 

(2)
梗
概
・
登
場
人
物 

『
三
国
志
演
義
』
と
ほ
ぼ
同
様i 

冒
頭
に
劉
備
青
年
期
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
、
一
方
で
完
結
は
諸
葛
亮
の
死
没
ま
で 

『
三
国
志
演
義
』
の
「
語
り
な
お
し
」
と
言
え
るii 

  

Ⅱ

．
成
立
の
背
景 

『
吉
川
三
国
志
』
の
成
立
過
程
・
環
境
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
二
通
り
を
考
え
て
い
る 

 
 

・
ど
の
よ
う
な
「
三
国
志
」
受
容
の
中
で
成
立
し
た
か 

 
 

・
ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
・
作
家
環
境
の
中
で
成
立
し
た
か 

本
発
表
で
は
後
者
を
扱
う 

 

(1)
戦
争
と
文
学iii 

 
¥

¥
¥

 

  

(2)
戦
争
と
吉
川
英
治 

鳥
越
信
「
吉
川
英
治
は
封
建
主
義
・
体
制
順
応
主
義
」iv 

 ◆
二
度
の
中
国
渡
航 

・
昭
和
十
二
年
七
月
、
毎
日
新
聞
社
特
派
員
と
し
て
天
津
・
北
京
へ 

・
昭
和
十
三
年
九
月
、
ペ
ン
部
隊
と
し
て
漢
口
、
南
京
方
面
に
従
軍 

 

▼
昭
和
十
三
年
八
月
に
内
閣
情
報
部
は
文
学
者
と
懇
談
会
を
開
き
、
漢
口
攻
略
戦
へ
の
文
学
者
の
従

軍
を
要
請
、
そ
れ
を
受
け
て
同
年
九
月
に
陸
海
二
班
に
分
か
れ
て
二
十
数
名
に
上
る
文
学
者
が
現
地

へ
と
出
発
し
た
。(

『
日
本
文
学
新
史
‐
現
代
』
第
三
章) 

 



 

 

▼(

八
月
二
十
三
日)

内
閣
情
報
部
か
ら
文
芸
家
協
会
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
り
、
吉
川
英
治
も
そ
の
懇

談
会
に
招
か
れ
て
出
席
し
た
。
人
選
は
文
芸
家
協
会
の
会
長
で
あ
る
菊
池
寛
が
あ
た
り
、
…
…
二
十

二
人
が
選
ば
れ
た
。
…
…
作
家
を
動
員
し
た
意
図
は
、
漢
口
作
戦
に
従
軍
さ
せ
る
こ
と
で
銃
後
文
学

の
発
展
に
寄
与
さ
せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
要
請
で
は
な
く
、
作
家
た
ち

も
比
較
的
気
軽
に
出
か
け
た
模
様
だ
。(

尾
崎
秀
樹
『
伝
記 

吉
川
英
治
』) 

 

▼
従
軍
二
回
、
北
支
中
支
の
黄
土
を
踏
ん
で
か
ら
、
私
は
、
少
年
時
代
に
も
耽
読
し
た
三
国
志
演
義

を
、
も
う
い
っ
ぺ
ん
読
み
返
し
て
み
た
。
そ
し
て
、
再
読
し
て
得
た
大
き
な
意
義
と
新
し
い
興
味
を

覚
え
て
、
遂
に
こ
の
執
筆
を
思
い
つ
い
た
。(

吉
川
英
治
『
三
国
志
』
巻
の
一
序
文) 

 

文
芸
家
協
会
会
長
の
菊
池
寛
と
吉
川
英
治
は
親
友
の
間
柄
で
、
こ
の
従
軍
中
で
も
行
動
を
共
に
し
て

い
た
。
吉
川
が
「
ペ
ン
部
隊
」
の
中
心
的
な
位
置
に
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
よ
う
な
行
動
が
『
吉

川
三
国
志
』
執
筆
の
直
接
の
動
機
に
な
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
序
文
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。 

 ◆
海
軍
と
の
関
係 

・
海
軍
軍
司
令
部
臨
時
戦
史
部
、
勅
任
官
待
遇(

佐
官
相
当)

に
任
命
さ
れ
る 

・『
大
日
本
海
戦
史
』
の
執
筆
協
力(

の
ち
に
企
画
中
止) 

・
海
軍
の
要
請
に
よ
る
執
筆
、
講
演
、
視
察
多
いv 

  

こ
の
他
、
敗
戦
シ
ョ
ッ
ク
で
数
年
に
渡
っ
て
筆
を
折
る
な
ど
、
吉
川
英
治
と
戦
争
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
少
な
く
な
い
。 

一
大
衆
作
家
と
し
て
、
〝
草
莽
の
臣
〟
と
し
て
、
国
難
の
中
で
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
たv

i 

  

(3)
戦
争
と
「
三
国
志
」 

▼
呉
、
蜀
、
魏
の
三
国
鼎
立
に
纏
る
こ
の
大
歴
史
小
説
「
三
国
志
」
は
、
大
衆
文
壇
の
第
一
人
者
吉

川
氏
を
得
て
新
し
い
興
味
と
感
銘
を
盛
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。
背
景
は
今
や
皇
軍
活
躍
の
天
地
、
新
東

亜
の
建
設
と
併
せ
考
え
て
頂
け
れ
ば
興
味
は
倍
増
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
…(

『
吉
川
三
国
志
』
新

聞
広
告) 

 

▼
今
日
の
日
支
関
係
か
ら
も
同
胞
中
国
人
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
執
筆
動

機
の
ひ
と
つ
…(

村
上
知
行
『
三
国
志
物
語
』)¥

¥
¥

 

 

▼
こ
こ
に
鈍
骨
を
呵
し
て
訳
筆
を
執
っ
た
の
は
、
自
分
の
興
味
も
固
よ
り
で
す
が
、
日
支
両
国
が
現

在
の
如
き
関
係
に
あ
る
際
、
之
に
よ
っ
て
幾
分
な
り
と
も
、
支
那
と
い
う
国
を
知
る
助
け
に
な
っ
た
な



 

 

ら
ば
と
、
思
っ
た
か
ら
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
…(

弓
館
芳
夫
『
三
国
志
』) 

 
日
中
戦
争
は
敵
国
中
国
に
対
す
る
関
心
を
呼
び
、
結
果
と
し
て
日
本
に
お
け
る
中
国
物
の
受
容
、

「
三
国
志
」
の
受
容
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

『
吉
川
三
国
志
』
も
そ
の
流
れ
を
受
け
て
執
筆
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
序
文
、
広
告
か
ら

窺
え
る
。 

こ
の
様
に
作
品
周
辺
、
作
者
周
辺
が
共
に
当
時
の
戦
争
と
深
く
関
係
し
て
い
た
本
作
で
あ
る
が
、

戦
争
は
そ
の
内
容
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

  

Ⅲ

．
『
吉
川
三
国
志
』
の
評
価 

(1)
『
吉
川
三
国
志
』
の
主
な
先
行
研
究
・
評
価 

松
本
昭
・
・
・ 

天
地
の
悠
久
さ
と
人
生
の
一
瞬
。 

『
宮
本
武
蔵
』
の
「
個
の
求
道
」
か
ら
「
天
の
意
」「
自
然
の
理
」
と
い
う
中
国
古
来
の
思
想
へ
。 

「
民
心
の
集
約
」
の
強
調
。 

▼
天
下
の
乱
は
、
天
下
の
民
草
か
ら
意
味
な
く
起
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
禍
根
は
、
民

土
の
低
き
よ
り
も
、
廟
堂
の
高
き
に
あ
っ
た
。
川
下
よ
り
も
川
上
の
水
源
に
あ
っ
た
。
政
を
奉
ず

る
者
よ
り
、
政
を
司
る
者
に
あ
っ
た
。
地
方
よ
り
も
中
央
に
あ
っ
た
。
け
れ
ど
腐
れ
る
者
ほ
ど
自

己
の
腐
臭
に
は
気
付
か
な
い
。(

『
吉
川
三
国
志
』) 

乱
国
の
民
衆
が
、
心
か
ら
欲
し
て
い
る
の
は
、
…
…
こ
の
人
な
ら
！
と
信
じ
ら
れ
る
人
に
拠
っ

て
、
安
心
を
求
め
た
い
の
で
あ
る
。(

『
新
書
太
閤
記
』) 

「
天
の
意
」
と
「
民
の
心
」
は
、
治
国
平
天
下
の
要
諦
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
、
い
ま
英
治
が
政

府
の
要
路
に
対
し
て
発
す
る
警
告
で
す
ら
あ
っ
た
。(

松
本
昭
『
吉
川
英
治 

人
と
作
品
』) 

 

尾
崎
秀
樹
・
・
・ 

▼
吉
川
英
治
が
見
た
も
の
は
、
は
げ
し
い
戦
乱
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
変
わ
ら
な
い
人
の
表
情
と
、

自
然
の
姿
で
あ
っ
た
。
戦
禍
に
も
た
ゆ
ま
ず
農
耕
に
い
そ
し
む
農
夫
た
ち
、
家
を
焼
か
れ
て
さ
ま

よ
う
流
民
の
群
、
…
…
「
三
国
志
」
一
巻
を
、
い
わ
ば
壮
大
な
民
衆
の
歴
史
ド
ラ
マ
に
組
み
立
て

よ
う
と
し
た
彼
の
悲
願
の
底
に
、
私
は
そ
の
実
感
の
う
ず
き
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
う
。(

尾
崎
秀
樹
『
吉
川
英
治 

人
と
文
学
』) 

 

立
間
祥
介
・
・
・¥

¥
¥

 

   



 

 

(2)
『
吉
川
三
国
志
』
受
容
の
一
例 

・
戦
後
の
「
三
国
志
」
ブ
ー
ム
を
築
く 

・
韓
国
に
お
け
る
翻
訳
本
の
出
版v

ii 

 

戦
争
と
い
う
束
縛
が
な
く
な
っ
て
以
降
も
、
好
評
価
で
受
容
さ
れ
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。 

 

◇
ま
と
め 

本
作
は
日
中
開
戦
と
い
う
当
時
の
社
会
情
勢
を
き
っ
か
け
に
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
吉
川
英
治

は
民
間
の
大
衆
作
家
と
い
う
立
場
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
軍
部
や
国
家
に
近
し
い
立
場
に
あ
っ
た
。 

し
か
し
本
作
が
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
露
骨
な
発
露
の
場
と
し
て
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
吉
川
は
綿
密
な
資
料
考
証
の
元
、
あ
く
ま
で
原
典
『
三
国
志
演
義
』
に
準
拠

し
た
。
仁
・
義
や
勧
善
懲
悪
と
い
っ
た
『
三
国
志
演
義
』
が
持
つ
儒
教
的
価
値
観
の
引
き
継
ぎ
で
あ

る
。
前
述
の
松
本
昭
氏
の
評
価
に
あ
る
よ
う
な
「
民
の
心
」
の
重
視
は
、
こ
の
様
な
『
三
国
志
演
義
』

の
価
値
観
に
基
づ
い
た
た
め
に
表
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
三
国
志
」
と
い
う
当
時
の
情
勢
に
あ
っ
て
は
大
変
難
し
い
題
材
を
扱
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ

く
ま
で
従
来
の
一
般
大
衆
の
目
線
を
失
わ
な
か
っ
た
本
作
は
、
大
衆
作
家
吉
川
英
治
な
ら
で
は
の
作

品
と
言
え
る
。 

そ
し
て
戦
争
の
束
縛
が
失
わ
れ
た
昭
和
二
十
年
以
降
に
あ
っ
て
も
、『
吉
川
三
国
志
』
は
大
い
に
受

容
さ
れ
、
近
現
代
の
日
本
「
三
国
志
」
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
た
る
地
位
を
築
い
た
の
で
あ
る
。 

  

◇
参
考
文
献 

別
紙
資
料 

                                           

          

 
i 

参
考
資
料
１
「『
三
国
志
演
義
』
と
『
吉
川
三
国
志
』
本
文
比
較
」
を
参
照 

ii 

吉
川
英
治
『
三
国
志
』
八
巻
解
説(

筆
・
駒
田
信
二) 

iii 

参
考
資
料
２
「
日
本
史
略
年
譜
」
を
参
照 

iv 

長
谷
川
泉
編
『
日
本
文
学
新
史
‐
現
代
』
第
十
六
章(

筆
・
鳥
越
信) 

v 

吉
川
英
治
の
軍
部
へ
の
協
力
は
松
本
昭
『
吉
川
英
治 

人
と
作
品
』
に
詳
し
い 

v
i 

¥
¥

¥

『
伝
記 

吉
川
英
治
』『
父 

吉
川
英
治
』『
吉
川
英
治 

人
と
作
品
』 

v
ii 

金
文
京
『
三
国
志
演
義
の
世
界
』。 


